令和８年度 金山町地域おこし協力隊（企画提案型）募集要項

１　募集の目的・背景
【福島県金山町について】
金山町は、福島県会津地方の南西部、新潟県との県境、山々に囲まれる自然豊かな「奥会津」といわれる地域にあります。人口1,634人の町で、少子高齢化が進行していることから、地域活力の低下が懸念されています（令和7年国勢調査速報）。
町の主産業は、「農業」、「建設業」、「観光業」です。農業においては、オレンジの果皮と大きなへそが特徴の「奥会津金山赤カボチャ」やブランドかすみ草の「昭和かすみ草」などの作物を栽培しています。
観光においては、只見川の雄大な流れ、四季で姿を変える美しい山々、JR只見線のある風景、天然炭酸水など、豊かな自然と固有の資源を活用し、様々展開しています。
しかし、人口減少や高齢化により、地域コミュニティや産業の維持が大きな課題となっています。特に、担い手不足、商店の減少、地域協力活動の継続など、地域の持続性に関わる課題解決が求められています。
【今回募集する協力隊に期待すること】
地域外の柔軟な視点と新しい発想を活かし、町の課題解決に取り組む企画提案型の地域おこし協力隊を募集します。卒業後の定住も見据え、ご自身のプランで主体的に活動し、任期終了後は、起業、事業承継又は就職により自立し、町内に定住されることを期待します。

２　募集区分・活動内容
金山町地域おこし協力隊員は、地域力の維持・強化に資する次の（１）～（7）に掲げる「地域協力活動」から、ご自身が考える地域活性化活動を自由に企画・提案ください。
（１）地域産業承継活動 
（２）農林水産業振興活動 
（３）観光振興活動 
（４）商工業振興活動 
（５）教育・文化振興活動 
（６）移住・定住振興活動 
（７）その他地域の活性化に資する活動
【活動内容の例】
・奥会津金山赤カボチャブランド強化プロジェクト
　商品開発支援、広報戦略の企画、収穫・加工イベントなど
・豪雪地域を楽しむ「雪コンテンツ」開発
　スノーシュー散策、雪遊び体験、冬のフォトスポット整備など
・空き家リノベーション × 移住促進モデルの構築
　DIYワークショップ、空き家バンク強化、移住体験住宅企画など
・地域デジタル化サポート（ICT支援）
　高齢者向けスマホ講座、SNS広報のサポート、地域情報発信支援
・ウェルネス・ローカルリトリート企画
　温泉、森、川を活かした癒しコンテンツ・体験プランの創出
・JR只見線 × まちあるき企画
　沿線散策ツアー、四季の撮影会、地域ガイド育成など
※「観光 × 商工業」、「農業 × 関係人口」、「福祉 × デジタル」、「情報発信 × 体験」など、分野横断型の企画を歓迎します。

３　募集定員
若干名
※別に募集しているミッション型の協力隊の採用人数とあわせて2名に達した段階で募集を締め切ります。

４　応募の条件
【募集対象者】
以下の全てを満たす方を募集対象とします。
（１）採用される年度の4月1日現在で18歳以上の方
（２）３大都市圏をはじめとする都市地域等に住民票を有し、採用が決定し、委嘱された後は、金山町に住民登録して生活拠点を移すことができる方
（３）普通自動車運転免許を有する方（オートマチック限定可）
（４）パソコンの基本操作・SNS活用が可能な方 
（５）心身ともに健康な状態で、誠実に職務ができ、体を動かすことを苦にしない方
（６）協調性があり、活動先や地域になじんで積極的に行動できる方
（７）税金又は保険料等、市区町村が個人から徴収すべきものについて滞納がない方
（８）緊急時の連絡先を有している方
（９）金山町を訪れたことがあり、町の現状や課題について把握されている方
（10）以下の項目に該当する方は応募することができません。
ア　拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
イ　金山町職員として懲戒免職処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
ウ　人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、地方公務員法第６０条から第６３条に規定する罪を犯し、刑に処せられた者
エ　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者
【求める人物像】
・金山町で挑戦したい「自分の企画」を持っている方
・地域住民と協働しながら物事を進められる方
・自然や四季の変化を楽しめる方（豪雪地域でも活動できる方）
・好奇心旺盛で、できない理由よりできる方法を考えられる方
・前向きで、困難にも柔軟に対応できる方
・地域を愛し、写真に撮りたくなる風景を見つけられる方
　（只見川の霧、只見線、赤カボチャ畑など）

５　応募受付期間
　令和8年9月10日から令和8年12月25日まで
　 ※ただし、定員に達した時点で申し込みを締め切ります。

６　勤務条件
別紙のとおり

７　提出書類
次の（１）及び（２）の書類を郵送してください。
（１）提出書類
①金山町地域おこし協力隊 履歴書（様式１）
②金山町地域おこし協力隊 エントリーシート（様式２）
③活動計画書（任意様式）
※協力隊活動期間中のスケジュールや卒業後の起業や働き方についてできるだけ詳細に記載してください。
（２）添付書類
④住民票抄本・（3か月以内）
⑤身分証明書の写し（免許証等）
⑥最新の市町村民税納税通知書
※時期により最新の納税証明書が発行されない場合は、後日、別途提出を求めることがあります。
 
８　選考の流れ
（１）第一次選考（書類選考）
提出書類による書類選考を行います。選考結果は、応募者全員に通知します。
（２）第二次選考（面接試験（オンライン））
第一次選考合格者を対象に、個人面接を行います。選考結果は第二次選考受験者全員に通知します。
（３）第三次選考（面接試験（対面））
第二次選考合格者を対象に、個人面接を行います。
（４）採用決定
合否について、第三次選考受験者全員に文書で通知します。

※応募に係る経費（書類申請費用、面接時の交通費など）は、全て応募者個人の負担とします。
※応募前にWEB面談等も可能ですのでお気軽にご連絡ください。必要に応じて移住支援センターの職員も同席し、お話を伺います。

９　任用時期
応募者と調整の上決定

１０ 問い合わせ・応募先
〒968－0011
福島県大沼郡金山町大字川口字谷地393番地
金山町役場 地域おこし協力隊担当課
TEL：0241-54-5203 FAX：0241-54-2117
e-mail:kikaku@town.kaneyama.fukushima.jp
金山町ホームページ https://www.town.kaneyama.fukushima.jp


別紙
	任用形態
	地方公務員法第２２条の２第１項第１号に基づき町長が任用する会計年度任用職員（パートタイム）とします。

	任用期間
	委嘱の日から当該日が属する年度の３月３１日まで
※上記を原則としますが、従前の勤務実績に基づく能力の実証により、公募によらない再度の任用を行うことがあります。但し、この場合でも最初に委嘱された日から３年を限度とします。
※任用の日は任用候補者と町が協議のうえ決定した日とします。
※委嘱の趣旨に適合しない個人的な活動を行うなど、金山町地域おこし協力隊員としてふさわしくないと町長が判断した場合には、任期終了を待たずに任用を取り消します。

	報酬等
	月額報酬２３０，０００円のほか、期末手当を支給します。
※上記金額から所得税及び健康保険（４０歳以上介護保険含む）・厚生年金・雇用保険への加入に伴う保険料の本人負担分が控除されます。
※その他の手当（退職手当等）は支給しません。
※上記金額は、下記の勤務時間の場合の金額です。2年目以降、勤務時間を短縮した場合は、上記の金額から日数に応じた金額を減額します。

	勤務場所
	金山町内
※研修等のため、金山町外で活動することもあります。

	勤務時間
	一週間あたりの勤務時間を３７時間３０分までとします。
※勤務時間は８時３０分から１７時までを基本とし、１２時から１３時までを休憩時間とします。

	有給休暇
	１０日間の年次休暇、公民権の行使又は官公署への出頭による休暇、感染症や非常災害等により勤務しないことがやむを得ない場合を有給休暇とします。
※年次休暇日数は、任用期間により１０日より少なくなることがあります。

	無給休暇
	病気休暇、特別休暇（産前・産後、育児時間、生理日の就業困難、子の看護、忌引、結婚、骨髄移植、介護休暇、介護時間）

	休業
	育児休業

	社会保険等
	厚生年金保険、健康保険、雇用保険、非常勤公務災害補償に加入するほか、活動内容を鑑み傷害保険に加入することがあります。

	住居
	金山町内にある町営住宅等に入居し、家賃は町が負担します。

	車両
	任用期間中貸与しますが、公用車としての性格から、自ずと使用用途は限定されます。当然、私用目的で使用することはできません。

	費用弁償
	出張命令に従い基準に基づいて支給します。

	貸与備品
	業務中使用するパソコンを貸与するほか、生活に必要最低限度の家電製品について、入居時に限り現物を貸与し、任用期間中使用いただきます。

	隊員負担
	（１）引越しに必要な経費
（２）水道料金、下水道料金、光熱水費、電話等通信費
（３）貸与備品以外の活動期間中の生活備品

	服務
	職務専念義務、信用失墜行為の禁止、政治的行為の制限、守秘義務等、地方公務員法の規定が適用されます。

	副業
	可（ただし、町の承認が必要）

	懲戒処分
	遅刻・早退、秘密漏洩、公金処理不適正、酒酔運転、物損事故等


※その他留意事項
・住所を異動後は、居住する地区の基準に応じた区費の支払や共同作業（集落内の清掃等）への参加、消防団等の業務外活動があることを了解のうえ応募してください。これらの活動は、本町では町民であれば等しく行う住民としての活動で、地域で暮らす上では避けて通れません。また、地域から受け入れられるためにも大切なことになります。
・町民に活動を知ってもらう機会として、町の広報紙に記事を掲載します（原則として隔月、在任協力隊員の輪番となります）。また、年１回活動報告会を開催し、それぞれの活動内容を発表してもらいます。
・委嘱した地域協力活動以外の定住・定着に向けた活動は、自主的に行っていただきますので、経費も自己負担となります。
ただし、２年目以降（ほとんどの場合３年目又は退任後になりますが）、一定の条件を充たす場合に、起業・事業承継に対する補助制度を設けています。また、定住に向けた相談・打ち合わせは随時行います。

